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１．２０２０年度 年間活動報告

所員の構成

令和２年度の相談所の所員構成は、相談所相談員・補助相談員（臨床系教員）１１名、事

務担当者３名、インテーク面接担当者９名であった。

令和２年度相談員・補助相談員と開所日

令和２年度相談所開所日と相談員・補助相談員は以下のごとくであった。

令和２年３月から令和２年４月７日（火）開所とした。令和２年４月８日（水）から令

和２年６月３０日（火）までは閉所とした。令和２年５月２２日（金）より「遠隔カウンセリ

ング」を開始した。

令和２年７月１日（水）より感染予防に配慮し部分的開所とした。令和２年９月１１日

（金）から感染予防に配慮し知能検査の実施を再開した。令和２年１０月２３日（金）から感

染予防に配慮したプレイセラピーの実施を再開した。

相談員 松嵜くみ子 （臨床心理学科・教授）

阿部 洋子 （臨床心理学科・教授）

新井 雅 （臨床心理学科・准教授）

小栗 貴弘 （臨床心理学科・准教授）

酒井 佳永 （臨床心理学科・教授）

野島 一彦 （臨床心理学科・教授）

板東 充彦 （臨床心理学科・准教授）

前場 康介 （臨床心理学科・准教授）

宮岡 佳子 （臨床心理学科・教授）

宮崎 圭子 （臨床心理学科・教授）

補助相談員 鈴木 眞理 （臨床心理学科・特任教授）

相談所周知のための活動

本相談所のパンフレットを、他大学相談所等（１１３か所予定）、近隣小・中・高等学校

（１００か所）、近隣の保育園・幼稚園・放課後児童保育室（４９か所）、教育委員会・教育相

談センター等（７か所）、病院・クリニック（２か所）、保健センター・児童相談所・子育

て支援センター等（１５か所）、その他民間相談室等（７か所）に送付し、あわせて本学公

開講座受講者、本相談所無料講習会受講者にも配布した。

大学相談所、教育委員会、病院・クリニック、保健センター・児童相談所、子ども相談

室・子育て支援センター等にはポスターも送付した。

また、新座駅・志木駅構内掲示板へのポスター掲示広告も行なった。
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木

教育・研究機関を兼ねています。
その場合には教員の指導の下に行います。

開室時間（月～土曜日：9：30～16：30）　

開室時間（木・土曜日：13：00～16：50）　
〒112-0002 東京都文京区小石川5-5-5 プライム茗荷谷ビル7階

【相談所パンフレット】
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２．相談活動報告

２０２０年４月１日から２０２１年３月末日までの相談としては、新規相談件数３９件、延べ来所

件数６８１件、延べ来所人数７６０名であった。

来談者の主訴は、子供の学校における問題、引きこもり、親子関係の問題、家族の問題

など現代の世相を反映する傾向が認められた。月別来談者数および相談内容は以下のごと

く。

【文京分室ATOMIさくらルーム】

初回相談件数（件） 延べ相談回数（回） 延べ来所人数（名）

２０２０年 ４月 ０ １ １

５月 ０ ２（２） ２（２）

６月 ０ １２（１２） １３（１３）

７月 １ １２（１０） １４（１２）

８月 ０ ９（６） １１（８）

９月 １ １７（１２） ２０（１５）

１０月 ０ ２０（１３） ２２（１５）

１１月 ０ １３（９） １４（１０）

１２月 ０ １９（１３） ２０（１４）

表１．月別来談者数
２０２０年４月～２０２１年３月末の来談者数
【新座キャンパス相談所】

初回相談件数（件） 延べ相談回数（回） 延べ来所人数（名）

２０２０年 ４月 ０ １３（２） １５（２）

５月 ０ １（１） １（１）

６月 ０ １７（１７） １７（１７）

７月 １ ３４（１３） ３７（１５）

８月 １ ４５（１５） ４６（１５）

９月 ２ ５８（１６） ６０（１６）

１０月 ５ ５８（１６） ６４（１６）

１１月 ５ ５９（１５） ６８（１５）

１２月 ４ ６０（１３） ７２（１３）

２０２１年 １月 ４ ５２（１６） ６３（１６）

２月 ７ ６０（１６） ６９（１６）

３月 ７ ８２（１６） ９２（１６）

２０２０年度合計 ３６ ５３９（１５６） ６０４（１５８）
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表２．来談者の相談内容
２０２０年４月～２０２１年３月の来談者の主訴

来談者による主訴の種類 件数

家族の相談 ３０

自分自身の問題・性格 ２１

抑うつ・情緒不安定 ２

対人関係 ２

社会不適応 ２

不登校 ６

不登校の親の会 １

その他 １２

２０２１年 １月 ０ １３（１１） １４（１２）

２月 １ １２（８） １２（８）

３月 ０ １２（８） １３（９）

２０２０年度合計 ３ １４２（１０４） １５６（１１８）
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３．不登校を考える親の会報告

わが国の小・中学生の不登校は相変わらず１０万人を超えている。そのような子どもに対

して直接働きかけることは非常に難しく、次善の対応として親へのサポートがある。本相

談所でもそれを行うべく、相談活動の一環として「不登校を考える親の会」を月に２回

（新座キャンパス：第１、第３木曜日の１０時～１２時、文京分室ATOMIさくらルーム：第

２、第４木曜日の午後１時～３時）、開催している。
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４．講習会報告

多くの方々に本相談所の存在を認知して頂くための活動の一環として平成１５年度より開

催してきた『講習会～こころを癒す～』を、今年度も開催した。

講習会を広報するとともに本相談所の存在を知ってもらい、心の問題を抱えているにも

かかわらず専門機関に相談することをためらっている人に、本相談所を訪れるきっかけを

作ることを目的とした。講習会の広報については、公共機関での広報、地域広報誌・ホー

ムページへの掲載により行った。

講習会日程と参加人数

今年度は一般対象講習会を新座キャンパスにて全５回、文京キャンパスにて全２回開催

した。開催日時およびテーマについては各講習会講師による講習会の概要報告の項を参照

されたい。

講習会の延べ参加人数はコロナ禍の影響もあり、新座キャンパス６７名、文京キャンパス

４名であった。受講者の性別、年齢、職業、居住域、講習会を知った媒体については、以

下の受講者傾向を参照されたい。併せて受講後アンケートの結果も以下に示してある。

受講者の傾向（新座キャンパス・文京キャンパス参加者合計７１名）

図１ 講習会参加者性別構成（N＝７１）
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図２ 講習会参加者年齢構成（N＝７１）

図３ 講習会参加者居住地内訳（N＝７１）

図４ 講習会参加者職業内訳（N＝７１）
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図５ 講習会参加者経路内訳（N＝７１）

図６ 受講した理由（N＝１３３：複数回答あり）

図７ 講習会の内容を今後の生活に活かせると思うか（N＝７１）
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図８ 自分自身の悩みや問題を解決する手助けになったか（N＝７１）

図９ 受講内容は期待どおりだったか（N＝７１）

図１０ 講習会があったらまた参加したいか（N＝７１）
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図１１ 機会があれば当相談所で相談してみようと思うか（N＝７１）
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５．講習会 概要報告

＜１＞ １２月１２日（土）

「助けて」と言えない子どもへの理解と援助─援助要請の心理学 新井 雅

日々の学校生活や家庭生活の中で，心が苦しくなったときに「助けて」と言えずに困難

を抱え続けている子ども達は少なくない。自分一人だけでは，解決したりどうして良いか

わからない状況の中であっても，助けを求めることができない子ども達の中には，困った

ときに誰を頼りにすればよいのか、実際にどのような方法で相談をしていけばよいのかな

ど，援助要請のための具体的な知識やスキルが不足していることがある。また，「相談す

るのが恥ずかしい」「人に心配・迷惑をかけてはいけない」「相談すると，かえって悪いこ

とが起きる」「相談してもムダだ」など，他者に援助を求めることを妨げるような複雑な

心理状況や背景を有していたり，「助けを求めたくない気持ち」と共に「本当は助けても

らいたい気持ち」も併せ持ったアンビバレント（両価的）な心理を抱えている場合もあ

る。さらに，深刻ないじめや虐待，叱責，差別・偏見等にさらされてきた子ども達の中に

は，「人は信用できないし，信頼してはいけない」「皆，私を傷つけるに違いない」「私は

助けてもらうほどの価値は無い」など，他者からの助け・援助・治療を頑なに拒絶した

り，心理的な視野狭窄に陥るなど，健全なかたちで助けを求めることができない状態に追

い込まれている場合もある。

以上を踏まえると，「助けて」と言えない子ども達は，困っていても誰にも相談しない

「困った子」ではなく，「助けて」と言うことのできない複雑な心理や背景事情を抱えて

「困っている子」であると捉えて支援することが重要である。そして，いじめや子どもの

自殺など，「助けて」と言えないことに関わる数々の諸問題は，助けを求められない子ど

も達（個人）だけの責任ではなく，それらのSOSのサインに気づくことができなかった

り，「助けて」の訴えに対して温かく受け止め支えることのできない周囲の人々（環境）

との関係で生じる問題とも考えられる。そのため，子ども達一人ひとりに，「助けて」と

言えるような知識・スキルを育てるための支援・援助を行うと共に，子ども達のSOSのサ

インに気づいたり，「助けて」が言いやすくなる周囲のサポート環境を整えていくことが

重要となる。それらを通して，実際に子ども達が信頼できる親，教師，友人等に「助け」

を求めたときに，苦しい気持ちを受け止めてもらえたり，真剣に話を聴いてもらえたり，

問題解決に向けてのきっかけとなるような実体験を１つ１つ積み重ねていくことが必要と

考えられる。

講習会では，身近な例を用いながら上述の内容について説明しつつ，子どもへの具体的

な関わり方，接し方について解説した。加えて，近年の子どもの自殺予防対策の１つであ

る学校での「SOSの出し方に関する教育」（つらいときや苦しい時には助けを求めても良

いのであり，その具体的かつ実践的な方法を学ぶ教育）の実際についても補足的に解説を

行った。
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＜２＞ １２月１５日（火）・２月２０日（土）

さわやかな対人関係を造るコツを学びませんか？ 宮崎 圭子

２０２０年１２月１５日（火）新座キャンパスの方は１３人、２０２１年２月２０日（土）文京キャンパ

スの方は２人の参加者であった。後者は、２回目の緊急事態宣言中という事が影響したの

か、参加者が少なかった。しかしながら、１２月の講習会は、緊急時短宣言中ではなかった

ものの、コロナ禍の状況はあまり好転していない中での講習会となった。そのことを勘案

すれば、１３人の参加者数は悪くない数字と言えるだろう。

両方とも、テーマは「さわやかな対人関係でメンタルヘルス力をアップさせましょう」

とした。

本講習会は２部構成となっている。第１部は、「導入」部である。第２部が本講習会の

目的である「さわやかな対人関係を築く知識・スキル」のレクチャーという構成である。

まず、人類にとって、対人関係の基礎となるコミュニケーションとはどういう特性をも

っているのかを、「進化」のプロセスを通して概要した。つまりは、他の動物の目と人類

（ホモ・サピエンス）の目の違いはなぜか、ネアンデルタール人はなぜ絶滅したのかを概

説した。ホモ・サピエンスにとって、生き残るために発達させねばならなかったのが、対

人関係の基礎となる高いコミュニケーション能力なのである。その負の側面として、人類

には不変と言っても差し支えないほど、「対人関係の悩み」が大きな課題となっていく。

そのことを夏目漱石の「草枕」を引用して説明した。漱石は以下のように説いている。

「ただの人が作った人の世が住みにくいからとて、越す国はあるまい。あれば人でなしの

国へ行くばかりだ。人でなしの国は人の世よりもなお住みにくかろう。」と。では、私た

ち人類にできることは何だろう。そう、「住みにくい人の世の中で、少しでも円滑に生活

できるよう工夫すること」しかないのである。いささか「導入」部が長いという印象を持

たれる人もいるだろう。が、本講習会の対象となる参加者は、一般の方々である。つま

り、心理学等の専門家ではない。一般の方々への講習は、「導入部」（第１部）、つまり

「目的」（第２部）への「動機付け」が重要だと考えている。

第２部は、いよいよ本講習会の目的である「さわやかな対人関係を築く知識・スキル」

となる。「アサーション」の理論・知識・スキルを概説した。「考え方をさわやかに」のた

めに、心理療法の１つ論理療法の「合理的な考え方」と「不合理な考え方」を紹介した。

「不合理な考え方」の起源は何か、それを「合理的な考え方」に変容させるスキルを概説

した。

＜３＞ １月９日（土）

怒りのコントロール 板東 充彦

「怒りのコントロール」というテーマで実施した。キーワードは、「アンカーマネジメ

ント」「認知行動療法」「マインドフルネス法」である。冒頭で、怒りに振り回される場面

を提示しながら、怒りが生じるまでの段階を説明した。続いて、認知行動療法の理論をも
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とに、「� 行動の修正」として「１．衝動のコントロール」と「２．怒りの表出の工

夫」、「� 認知の修正」として「３．記録法」「４．怒りにくい仕組みをつくる」の順に

解説した。

「１．衝動のコントロール」では、「カウントバック」「グラウンディング」などのアン

ガーマネジメント技法を紹介した。続いて、マインドフルネス法の「呼吸する」ワークを

行い、感情に対する対処法を体験した。「２．怒りの表出の工夫」では。「“I”メッセー

ジ」「相手を責める言葉を使わない」などのアサーション・トレーニングのポイントを伝

えた。

「３．記録法」ではアンガーログの実例を紹介し、実際の場面を想起するワークを行っ

た。また、「重要性：高い－低い」「自分で変えられる－変えられない」の二軸からなるス

トレスログを紹介した。「４．怒りにくいしくみをつくる」では、実例を紹介しながらト

リガー思考と思い込み／認知について解説し、怒りを生じさせる認知の特徴を捉えられる

ようにした。

コロナ禍で開催が危ぶまれたが、新座キャンパスでの講習会は予定通り実施し、１０人以

上の方が参加された。コロナ禍で思うようにいかずに不満も高まる中、真剣に講習会に参

加してくださった。

＜４＞ １月１４日（土）・２月１８日（土）

こころとからだを癒す～心身の健康を高めるために～

―健康的な生活習慣を身につけるヒント― 前場 康介

コロナ禍という例外的な社会状況にある中、健康的な生活習慣を維持する重要性がます

ます重要になりつつある。今年度の講習会はそのような観点からも、「健康的な生活習慣

を身につけるヒント」と題し、講演を行った。

心身相関という観点がある通り、我々のこころとからだには密接な関連がある。例え

ば、緊張や不安が強い場面では半ば自動的に身体が硬直し得るし、逆にリラックスした状

態であれば弛緩した状態となる。現代社会において、このようなこころとからだの状態を

把握し、適切な対応を図ることは決して容易ではない。不健康な習慣を改善することや、

健康的な生活習慣を維持するためには、健康や疾病に対する正しい知識を獲得し、そのう

えで自身の現状をアセスメントし、しかるべき対処を行うことが極めて重要である。

講演では、まず参加者の方々に日頃の生活習慣を振り返っていただいたうえで、肥満や

メタボリックシンドロームなどの生活習慣病について、疫学的データ等も包含して概説し

た。さらに、健康心理学における様々な知見や理論・モデルを紹介し、それを日常におい

てどのように応用できるかについても解説を加えた。具体的には、Transtheoretical Model

やRelapse Prevention Modelである。

後半には、Go／No go Association Taskと呼ばれる潜在連合テストを実際に体験してい

ただいた。このテストは、特に肥満や糖尿病を有する方々においてその成績が有意に低下
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すること等を述べ、そのことが不健康な生活習慣を改善する大きな妨げとなっていること

をお伝えして、疾病予防の重要性について改めて認識していただいた。そして、不健康な

生活習慣の原因となる「ストレス」についても概要を説明し、効果的なストレス解消方法

を身に着けるための方法について検討を行った。

コロナ禍という状況のため、ご参加くださった人数は例年より少数とはなったが、本

テーマはある程度時宜を得た内容となっていた印象があり、一定の満足感を得て頂くこと

が可能となった。

＜５＞ ２月１５日（月）

在宅介護の問題―認知症の人と共に生きるとはー 阿部 洋子
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６．OB・OGカンファレンス報告

臨床心理学専攻の修了生（１～１３期生：１７８名）の＜院修了後教育＞として、心理臨床

家としての資質向上のために、月２回（木曜１回・土曜１回）「OB・OGカンファレン

ス」を実施した。以下が今年度の参加状況である。

２０２０年度 OB・OGカンファレンス報告

跡見学園女子大学人文科学研究科臨床心理士学専攻（令和元年度までの修了生＝１７８名）
（会場＝文京キャンパスM１３０５or M１３０３、ATOMIさくらルーム），木曜＝１８：４０～２０：４０／土曜＝１４：００～１６：００

回 日程 OB・OG参加者数 教員参加者数 院生参加者数 総数

１ ０５月２８日（木） １５ １ １３ ２９

２ ０６月０６日（土） ９ １ ７ １７＋（３）

３ ０６月１１日（木） １１ １ １１ ２３

４ ０６月２７日（土） １１ １ ６ １８＋（５）

５ ０７月１６日（木） １０ １ ５ １６

６ ０９月１０日（木） １１ １ ５ １７＋（２）

７ １０月０３日（土） ６ ２ ２ １０＋（５）

８ １０月１５日（木） １０ １ ８ １９＋（１）

９ １０月３１日（土） ５ １ ４ １０＋（５）

１０ １１月１９日（木） １１ １ ４ １６＋（２）

１１ １２月０５日（土） ７ １ ３ １１＋（１）

１２ １２月１７日（木） ８ １ ３ １２＋（２）

１３ ０１月２３日（土） ４ １ １ ６＋（２）

１４ ０１月２８日（木） ９ １ １ １１＋（１）

１５ ０２月０６日（土） ８ １ ３ １２＋（９）

１６ ０２月２５日（木） ７ １ ３ １１＋（７）

１７ ０３月１３日（土） ６ １ ２ ９＋（２）

１８ ０３月２５日（木） ９ １ ２ １２＋（２）

２０２０年度合計
（のべ数）

１５７ １９ ８３ ２５９＋（４９）
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７．委員会報告

２０２０年度の委員会は以下の通りであった。

第１回 心理教育相談所委員会

日 時：令和２年６月１０日（水） １２：２０～１２：３７

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜くみ子、野島一彦、矢島新、新井雅、酒井佳永、前場康介

内 容：１．令和元年度心理教育相談所活動報告

２．令和元年度臨床心理学専攻大学院生学外実習報告

３．令和２年度心理教育相談所活動報告（４・５月期）

４．令和２年度臨床心理学専攻大学院生学外実習報告（４・５月期）

５．令和元年度不登校を考える親の会報告

６．２０１９年度OB・OGカンファレンス報告

７．令和元年度スーパービジョン研修会報告

８．八千代助産院おとわバース「おしゃべりたいむ」活動報告について

９．２０２０年度心理教育相談所広報活動計画

１０．２０２０年度心理教育相談所講習会の延期について

１１．心理教育相談所５月２１日からの＜遠隔カウンセリング＞の実施について

１２．心理教育相談所を開所する場合の＜新型コロナウイルス感染予防対策＞

１３．プレイルーム１の雨漏れについて

第２回 心理教育相談所委員会

日 時：令和２年１０月２１日（水） １２：１７～１２：３０

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜くみ子、野島一彦、矢島新、新井雅、酒井佳永、前場康介

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（４月～９月期）

２．令和２年度臨床心理学専攻大学院生学外実習報告（４月～９月期）

３．文京区教育センターとの連携について

４．令和２年度心理教育相談所紀要について

５．令和２年度心理教育相談所講習会について

６．６月２９日からの開所について

７．開所日程の変更

８．新型コロナウイルス感染予防対策の知能検査方針

９．新型コロナウイルス感染予防対策のプレイセラピー実施方針
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第３回 心理教育相談所委員会

日 時：令和３年２月１０日（水） １２：２０～１２：３０

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜くみ子、野島一彦、矢島新、新井雅、酒井佳永、前場康介

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（４月～１月期）

２．令和２年度臨床心理学専攻大学院生学外実習報告（４月～１月期）

３．令和３年度心理教育相談所予算申請について

４．文京区教育センターとの連携について（４月～１月期）

５．OB・OGカンファレンス報告（４月～１月期）

６．令和３年度心理教育相談所開所日程（案）

７．令和３年度心理教育相談所インターン合否判定

８．担当者会議報告

２０２０年度の心理教育相談所担当者会議開催は、以下の通りであった。

第１回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年４月８日（水） １２：３７～１３：１０

場 所：演習室（Zoomによる遠隔含む）

出席者：松嵜、阿部、新井、小栗、酒井、鈴木、野島、板東、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和元年度心理教育相談所活動報告

２．令和元年度大学院学外実習報告

３．令和元年度不登校を考える親の会報告

４．令和元年度OB・OGカンファレンス報告

５．八千代助産院おとわバース開催について

６．スーパービジョン研修会報告

７．文京区教育センターとの連携

８．令和２年度心理教育相談所講習会について

９．心理教育相談所補助相談員の任命に関する件

１０．令和２年度心理教育相談所担当者一覧について

１１．文京分室ATOMIさくらルームの臨時閉所について

５月３０日（土）：ビル点検による全館停電のため臨時閉所

１２．緊急事態宣言に対する対応

第２回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年５月１３日（水） １２：２２～１２：３５
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場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、酒井、鈴木、野島、前場、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（４月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（４月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（４月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（４月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．２０１９年度八千代助産院おとわバース「おしゃべりたいむ」活動報告

８．遠隔カウンセリングについて

第３回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年６月３日（水） １２：２２～１２：５４

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、鈴木、酒井、野島、板東、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（５月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（４・５月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（５月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（５月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．５月２１日からの心理教育相談所＜遠隔カウンセリング＞の実施について

８．心理教育相談所を開所する場合の＜新型コロナウイルス感染予防対策＞

９．心理教育相談所無料講習会の延期について

第４回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年７月８日（水） １２：２１～１２：５９

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、酒井、野島、板東、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（６月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（６月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（６月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（６月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．６月２９日からの開所について
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８．夏休みの開所日程の変更

９．跡見M１生のトライアルカウンセリングについて

１０．８月・９月の相談所担当者（案）について

１１．心理教育相談所講習会の日程について

第５回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年９月２日（水） １２：２０～１２：４１

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、鈴木、酒井、野島、板東、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２度心理教育相談所活動報告（７・８月期）

２．令和２度大学院学外実習報告（７・８月期）

３．令和２度不登校を考える親の会報告（７・８月期）

４．令和２度OB・OGカンファレンス報告（７・８月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．第４回文京区ひきこもり等支援者連絡会

８．心理教育相談所紀要第１７号への投稿について（投稿申込期限：１０／１６）

９．新型コロナウイルス感染予防対策の知能検査実施方針

第６回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年１０月７日（水） １２：２２～１２：４５

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、鈴木、酒井、野島、板東、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（９月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（９月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（９月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（９月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．文京区引きこもり等支援連絡会

８．プレイルームの改修工事について

９．心理教育相談所講習会の日程について

１０．検査実習 実習ノートについて

第７回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年１１月４日（水） １２：２０～１２：４３
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場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、酒井、野島、板東、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（１０月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（１０月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（１０月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（１０月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

第８回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和２年１２月９日（水） １２：２１～１２：４０

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、鈴木、酒井、野島、板東、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（１１月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（１１月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（１１月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（１１月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．令和３年度心理教育相談所インターン選考基本方針・実施要項（案）

※書類審査委員・面接審査委員の選出

第９回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和３年１月１３日（水） １２：２０～１２：４０

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、鈴木、酒井、野島、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（１２月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（１２月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（１２月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（１２月期）

第１０回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和３年２日３日（水） １２：２０～１２：３３

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、鈴木、酒井、野島、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（１月期）
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２．令和２年度大学院学外実習報告（１月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（１月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（１月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．令和３年度M２学外実習先

８．令和２年度臨床心理士資格試験結果について

９．令和３年度心理教育相談所開所日程（案）

第１１回 心理教育相談所担当者会議

日 時：令和３年３月１０日（水） １１：３０～１２：００

場 所：TeamsによるWeb会議

出席者：松嵜、新井、小栗、鈴木、酒井、野島、板東、前場、宮岡、宮崎

内 容：１．令和２年度心理教育相談所活動報告（２月期）

２．令和２年度大学院学外実習報告（２月期）

３．令和２年度不登校を考える親の会報告（２月期）

４．令和２年度OB・OGカンファレンス報告（２月期）

５．スーパービジョン研修会報告

６．文京区教育センターとの連携

７．令和２年度公認心理師資格試験結果について

８．令和３年度心理教育相談所インターン選考結果報告

新規＝８名、継続＝１５名 合計２３名が来年度インターンとして登録

９．令和３年度心理教育相談所インテーカー選考結果報告

新規＝４名、継続＝６名 合計１０名

１０．令和３年度心理教育相談所オリエンテーション

１２．令和３年度心理教育相談所講習会について（案）

１３．心理教育相談所紀要 査読について
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